
 

今月号の案内者は 

潮見区長 吉永秀徳さん 
 

クイズ 

渋江
し ぶ え

公師
きみもろ

って誰
だれ

？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①潮見城の場所（山城は山頂、館は麓に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★①大明神の御宣託が！ 

永
えい

禄
ろく

6 年注）（1564）。島原
しまばら

の有
あり

馬軍
ま ぐ ん

が攻
せ

め寄
よ

せまし

た。潮見大明神
だいみょうじん

の神
かみ

の子が現
あらわ

れて・・・。 
 注）永禄3年の説もあり（中島信夫著「橘町の歴史」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★②有馬軍
ありまぐん

 

有馬
ありま

氏
し

は鎌倉
かまくら

時代
じだい

 

に島原
しまばら

に起
お

こった 

豪族
ごうぞく

で、杵島
き し ま

郡
ぐん

周
しゅう

 

辺
へん

まで所 領
しょりょう

を拡大
かくだい

し、長島庄
ながしましょう

へ進出します。 
 

★③公師
きみもろ

 

１３代渋江
しぶえ

公勢
きんなり

の時勢 力
せいりょく

が最大
さいだい

になりますが、有

名な日
ひ

鼓
つづみ

城
じょう

の悲劇
ひげき

が起
お

こります。末子
ま っ し

の公
きみ

親
ちか

（14 代）が家督
かとく

を継
つ

ぎ、その子が15代公師
きみもろ

。公親・

公師親子
お や こ

と後藤氏の関係
かんけい

は裏面
うらめん

「うんちく」参照。 
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どうする公 師

きみもろ

 

潮
しお

見城
みじょう

落城
らくじょう

（潮見
し お み

） 
●落城 その時 

時は戦国時代、潮見城下
じょうか

に敵兵
てきへい

が攻
せ

め寄
よ

せた。

突如
とつじょ

、潮見大明神
だいみょうじん

の神
かみ

の子が現
あらわ

れ「城内の

鉄砲
てっぽう

を持ち出せ」と宣託★①をのたまうと・・・。 
 

●どうする⁉公師 

攻めたのは有馬軍
ありまぐん

★②でした。城主は第15代

公師
きみもろ

★③。「どうする？公師」★④なぜ鉄砲
てっぽう

★⑤？ 

 

●初代橘氏は橘公業 治世は３２７年も 

昨年
さくねん

の第
だい

1号
ごう

では、 橘
たちばな

公業
きんなり

が1237年に

長 島 庄
ながしまのしょう

（今の橘）に来
き

たことを紹介
しょうかい

しま

した。それから327年間
かん

（1563－1237）

という長い間
あいだ

、橘氏は長 島 庄
ながしまのしょう

を治
おさ

めまし

た。これは徳川
とくがわ

時代
じ だ い

よりも長
なが

い期間
き か ん

になりま

すね。後
のち

に渋江
し ぶ え

を名乗
な の

ります。 
 

●渋江
し ぶ え

氏
し

のその後 

その後、塚崎
つかざき

にいた後藤
ご と う

氏
し

に領地
りょうち

を浸食
しんしょく

さ

れていきます。戦国末期
ま っ き

の公師
きみもろ

の時には、後

藤氏に山鹿
や ま が

から呼
よ

び戻
もど

され★⑥て潮見城を守り

ますが、有馬
あ り ま

に攻
せ

められ敗戦
はいせん

。弟公重は

戦死
せ ん し

。渋江氏の末裔
まつえい

は、その後
ご

、波佐見
は さ み

や

菊池
き く ち

★⑦で生き延
の

びていきます。 

 

 

 

 

★印番号の解説 

 

 

 

我
は
潮
見
大
明
神
。

渋
江
氏
守
護
神
な

る
ぞ
。
城
内
の
鉄
砲

は
穢
れ
で
あ
る
。
急

ぎ
持
ち
出
せ
！ 

https://tachibana-net.jp/


 

★④どうする⁉公師 

有馬
あ り ま

がニセの宣託
せんたく

を使って鉄砲
てっぽう

を持ち出させようと

したのでした。この時、公師
きみもろ

・公
きみ

重
しげ

兄弟
きょうだい

は「たとえ

御宣託
ごせんたく

であっても持
も

ち出すべきではない」と言いま

した。しかし、親である公
きみ

親
ちか

が「大明神
だいみょうじん

のお陰
かげ

で

旧 領
きゅうりょう

を取
と

り戻
もど

せたのだから疑
うたが

うべきではない」と

言って、鉄砲
てっぽう

を持ち出すことになったのです。 
 

★⑤なぜ鉄砲
てっぽう

？ 

鉄砲が渡来
と ら い

したのは 1543 年、種子島
たねがしま

に漂
ひょう

着
ちゃく

した

外国
がいこく

船
せん

から伝わったのは有名
ゆうめい

な話。この島は種子島
たねがしま

氏
し

が領地
りょうち

していました。「種子島は橘氏始祖
し そ

、橘公業
きんなり

が

領有
りょうゆう

していたので永
えい

禄
ろく

3 年に潮見城に鉄砲があった

のは何ら不思議
ふ し ぎ

ではない」と橘町史の著者
ちょしゃ

は述
の

べられ

ています。また鉄砲を実戦
じっせん

に使用した記録
き ろ く

の最初
さいしょ

は

長篠
ながしの

の 戦
たたかい

とされるが、これより15年前に潮見では

鉄砲を用意
よ う い

していた」とも述べられています。 
（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

★⑥山鹿から呼び戻されるとは？ 

日
ひ

鼓
つづみ

城
じょう

の騒動
そうどう

で、公
きみ

親
ちか

が跡
あと

をつぎましたが、この機
き

に 乗
じょう

じて後藤に養子
よ う し

に出されていた純明
すみあきら

が日
ひ

鼓
つづみ

城
じょう

を攻
せ

め、公親は母親の里
さと

波多
は た

氏の岸
きし

嶽
たけ

城
じょう

に落
お

ち延
の

びました。一時、城を取り戻
もど

したこともありますが、

再
ふたた

び敗
やぶ

れて公
きみ

親
ちか

は龍造寺
りゅうぞうじ

、子の公師
きみもろ

は山鹿
や ま が

を頼
たよ

りま

した。（④～⑥：中島信夫著「橘町史」より） 
 

★⑦菊池に生きる 

弟の公
きみ

重
しげ

は、菊池の娘を妻にし 

ていましたが戦死
せ ん し

。その子孫
し そ ん

は、菊池 

菊池で文
もん

教
きょう

の祖として重きを 

なしました。今でも菊池
き く ち

城
じょう

の 

一角
いっかく

に一族
いちぞく

の墓
はか

があり、大事
だ い じ

に守
まも

られています。 
 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代区分 旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 
南北朝・室町・

安土桃山時代 
江戸時代 

年代 
～前

14000 頃 

前 14000

～前５C 半 

前５C半ば

～３C 

３C～７C 710～794 794～1185 1185～

1333 

1333～1603 1603～

1868 

主な市内

遺跡 

赤書は橘

町 

草場・おつ

ぼ山第 1 水

門・南楢崎

遺跡。 

若木町小路

遺跡、中野

の黒曜石、

柏岳サヌカ

イト 

市場・下貝

原・釈迦寺

遺跡等の遺

物。市内

200 カ所以

上。阿舎

利・椿原遺

跡（山内） 

小楠-みやこ

遺跡の環

濠。潮見川

流域・釈迦

寺等遺跡、 

市内 100

カ所以上。

東宮裾遺跡 

町内遺跡の

鏡、銅剣。玉

江遺跡、玉

島・潮見古

墳、おつぼ山

神籠石、東福

寺 

武雄平野を取

り囲む山の周

辺で 300 基

以上 

肥前風土記と

歌垣山、井手

橋・林副（墨

書土器）ドウ

ザマ墓地 

立石と官道 

小野原遺跡 

武雄温泉 

広福寺仏像向

野須恵器窯跡

（北方）郡衙

施設 

長嶋庄成立 

橘町条里制 

庄の前遺跡 

おつぼ山経塚

長島庄が蓮華

王院領 

武雄神社、黒

尾神社、各地

の経塚、佐賀

県最古の文書

(実検状）歓喜

寺薬師如来像 

潮見城跡と舘

跡、潮見川流

域・馬場・立

岩等の中世遺

跡、潮見川開

削と河童誓文

石、渋江・中

村・中橋氏館

跡 

源頼朝御教書 

塚崎庄が長島

庄から分離 

北肥戦史等によ

る北部九州動

乱、渋江氏勢力

拡大と日鼓城の

悲劇、潮見譲

落城と鉄

砲・丹宗堀塚崎

庄拡大、武雄・

黒尾社、後藤が

渋江攻略、肥前

古窯跡と古武雄 

三法方郷（橘

は本藩・蓮

池・後藤領） 

鳴瀬宿と御狩

場、長崎街道

上野本窯・皿

山窯跡 

南部系窯跡後

藤鍋島藩の蘭

書、大砲等 

北方炭鉱 

 今回のご紹介した遺跡は『戦国時代』のものでした 注）下表の年代は諸説あります 

 

渋江
し ぶ え

公勢
きんなり

（第 13 代）と後藤
ご と う

氏
し

（橘と武雄の関係） 

・約８００年前、公勢
きんなり

が長島庄
ながしましょう

に来たのは、幕府から「惣
そう

地頭
じ と う

」 

（複数
ふくすう

の地頭を束
たば

ねる）として派遣
は け ん

されたから。 

・今でこそ武雄町が武雄市の中心ですが、この頃の勢力図
せいりょくず

として 

は長島庄の中の一部（温泉付近）に塚崎
つかざき

庄
しょう

があり、庄官
しょうかん

とし 

て後藤
ご と う

氏
し

がいたのではないかと武雄市史
た け お し し

に書かれています。 

・月日が下って13代公勢
きんなり

が全盛
ぜんせい

時代
じ だ い

と言われていますが、奥さ 

んは後藤
ご と う

識
しき

明
あきら

（17代）の長女
ちょうじょ

。識
しき

明
あきら

は男子がなかったので、 

公勢
きんなり

の嫡子
ちゃくし

を養子
よ う し

にしました。 

・後藤
ご と う

純明
すみあきら

と言
い

います。右に橘氏と後藤氏の関係
かんけい

を示します。 

・嫡子
ちゃくし

を養子に出すのは養子先
ようしさき

を支配
し は い

する意図
い と

もあったのかも。 

・純明
すみあきら

が日
ひ

鼓
つづみ

城
じょう

を奪
うば

ったのは、「母方
ははかた

波多
は た

氏
し

の支配を恐
おそ

れたから」とも「いずれ有馬
あ り ま

・竜造寺
りゅうぞうじ

・千葉
ち ば

 

に奪
うば

われる恐
おそ

れもあったから」などと推論
すいろん

されています。 

 

 
 今日の う・ん・ち・く 

 

１周目は発掘調査中心でしたが、２周目は

時代をアラカルトにしたいと思っていま

す。みなさんの声をお寄せください。（宮） 

 

クイズの答え 

 
菊池市内渋江一門の墓 


